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２月４日　米空軍三沢基地の

    戦闘機 F-16 が２機飛来
２月２４日  米海軍の電子戦戦闘攻撃機

EA-18G が２機飛来

２月２日赤旗
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航空自衛隊員と米空軍横田基地兵士が米海兵隊の着陸誘導システム 実演を見学

２月７日から、 米海兵隊 MACS4 (Marine Air Control Squadrpn 4) による車載のレーダーシステムを使った

ATNAVICS (Air Traffic Navigation, integration and coordination system)「飛行誘導集中調整システム？」 の

実演を、日本の航空自衛隊員と米軍横田基地兵士が見学していました。このシステムは航空管制システムの

ない場所への着陸を可能にするもので、RW36側への横田基地所属の C-130J-30 の着陸誘導を実演してい

たようです。高度レーダーシステム搭載の車両 Highly Mobile, selfcontained, tactical Airport Survellance Radar

(ASR) and Precision Approach Radar(PAR) system  は２月１５日まで、 滑走路南側近くに停車していました。

この車両は HAMVEE (High Mobility Multipurpose Wheeled Vehicle) を改造したものです。

左側のテントは実演 ・ 見学一行の控え用で、 右側がレーダーシステムを搭載した車両です。

なお、横田基地では TACAN (tactical air navigation system 戦術航空システム。軍用の極超短波

（UHF）による方位・距離測定装置)を可搬型の機器を使って、着陸誘導する訓練はしていたようです。

米海兵隊岩国基地の空中給油機
KC-130J がタッチアンドゴー訓練

米海軍の海上哨戒機P-8A が
タッチアンドゴー訓練

２月１日１９時頃から１４回、 ２月１７日
１８時半から１２回、タッチアンドゴーを
繰り返しました。

２月１日６回、 ３日５回、 ２２日８回、
２４日８回などタッチアンドゴーを繰り
返しました。

横田基地所属のオスプレイ
CV-22B は現在６機
　２０１８年４月の横田基地への初飛

来以降、 民間空港などへの緊急着

陸は５回も繰り返しています。

１５日の飛行再開後は、 横田基地周

辺 （瑞穂町、 青梅市、 あきる野市、

福生市、 羽村市、 昭島市など） の

上空を飛び回り、 神奈川県、 埼玉

県、 群馬県、 山梨県など関東地域

を飛び回っています。

２月２７日赤旗


